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平
成
幻
年

9
月

4
日
農
業
協

同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
が
公
布
さ
れ
こ
の

法
律
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
(
既
報

η
号
)

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
制
定
以
来
の
大
幅
な
改
正
で
、

農
業
委
員
の
公
選
制
を
廃
止
し

市
町
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
農
業
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
、

新
た
に
「
農
地
利
用
の
最
適
化

の
推
進
」
に
関
す
る
事
務
が
新

設
さ
れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
置
き
、
農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
の
た
め
の
活
動

を
行
う
こ
と
な
ど
が
主
な
内
容

で
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
は
条
例
で
定
数

を
定
め
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
須
坂
市
農
業
委

員
会
で
は
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に

つ
い
て
検
討
会
を
設
け

3
回
に

わ
た
り
検
討
を
重
ね
、
そ
の
後
、

農
業
委
員
会
の
協
議
を
経
ま
し

た。
優
良
農
地
の
確
保
、
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
等
数
多
く
の
地
域
農
業
へ

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
地
域
農
業
者
の
代
表
と

し
て
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
、
定
数
等
に
つ
い
て

左
記
の
四
点
を
、
去
る

3
月
打

日
会
長
・
会
長
代
理
か
ら
市
長

に
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

一
農
業
委
員
の
定
数
は
、
改

正
法
上
限
の
比
人
と
す
る

二
女
性
、
青
年
農
業
委
員
の

積
極
的
な
登
用
を
図
る

三
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
は
、

7
人
と
す
る

四
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
報
酬
月
額
は
、
そ
の
職

責
か
ら
も
農
業
委
員
の
報
酬

月
額
と
同
額
と
す
る

O農業委員・農地利用最適化

推進委員の定数等を要望

O建議事項要旨・回答

O標準労賃・機械作業標準料

金・賃借料情報

O農業関連の補助制度

O農地利用状況調査の結果

O家族経営協定合同調印式



すざか農業委員会だより (2) 

鍵
議
事
項
要
旨
}
⑤

園
嘗

平成28年 5月9日

農
業
委
員
会
は
、
平
成
幻
年

目
月
日
日
、
三
木
市
長
に
「
平

成
幻
年
度
須
坂
市
農
業
施
策
に

関
す
る
建
議
書
」
を
提
出
(
既

報

η
号
)
し
、
本
年
1
月
却
日

と
2
月

m日
に
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

Eコ
下7

I

農
業
振
興
に
つ
い
て

一
就
農
者
支
援
及
び
遊
休
農

地
解
消
に
向
け
た
既
設
補
助

金
の
活
用
並
び
に
新
設
(
リ
ー

ス
農
園
等
)

回
答J

A
須
高
と
各
種
補
助
金
を

活
用
し
圃
場
整
備
の
検
討
を
続

け
ま
す
。
市
単
独
の
補
助
金
は

当
面
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
苗

代
等
は
、

J

A
須
高
を
通
じ
て

間
接
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
既
存
の
国
・
市
の
支
援

制
度
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す

二
姉
妹
都
市
(
三
浦
市
)
と
の

交
流
「
姉
妹
都
市
農
業
体
験

ツ
ア

l
」
の
開
催

回
答観

光
協
会
・
旅
行
業
者
と
連

携
し
、
既
に
須
坂
市
グ
リ
ー
ン

ツ
l
リ
ズ
ム
が
都
市
中
学
校
と

の
都
市
間
交
流
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
交
流
が
図
れ
る

73 第

ょ
う
受
け
入
れ
メ
ニ
ュ
ー
を
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

コ
一
産
地
か
ら
市
場
へ
の
安
定

し
長
期
供
給
に
向
け
た
設
備

等
の
補
助
の
新
設
(
専
用
冷

蔵
庫
)

回
答専

用
冷
蔵
庫
購
入
に
対
し
て
、

J

A
須
高
の
補
助
制
度
や
国
の

制
度
が
あ
る
た
め
、
市
補
助
制

度
新
設
の
予
定
は
現
在
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん

四
農
業
サ
ポ

l
タ
l
等
の
技

術
向
上
・
育
成

回
答認

定
農
業
者
に
技
術
講
習
を

行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
引
き

続
き
技
術
向
上
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す

五
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
電
気

柵
の
設
置
、
施
設
更
新

回
答現

在
も
各
町
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
新
設
と
更
新
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
地
元
と
相

談
し
な
が
ら
、
順
次
進
め
て
ま

い
り
ま
す

六
農
業
共
済
制
度
の
推
進

回
答今

後
も
継
続
し
た
掛
金
の
補

助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

七

銀

座

N
A
G
A
N
O
で
の

須
坂
市
農
産
物
P
R

回
答既

に
、
銀
座
N
A
G
A
N
O

で
の
須
坂
市
の
果
樹
、
伝
統
野

菜
等
農
産
物
の

P
R
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
P
R

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

E

農
地
対
策
に
つ
い
て

一
遊
休
農
地
の
解
消
・
発
生

防
止
の
取
り
組
み

①
小
規
模
の
土
地
改
良
事
業
等

の
実
施

回
答国

の
農
業
対
策

(
T
P
P
関

連
)
で
土
地
改
良
関
連
事
業
が

推
進
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

情
報
収
集
に
努
め
、
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す

②
「
め
ん
羊
」
放
牧
へ
の
支
援

回
答今

後
も
努
力
い
た
だ
い
た
結

果
に
よ
り
、
市
と
し
て
支
援
で

き
る
こ
と
を
検
討
い
た
し
ま
す

③
「
そ
ば
」
栽
培
へ
の
支
援

回
答国

の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
の
市
独
自
の
支
援
制
度
を

お
年
度
予
算
に
反
映
し
ま
す

(
4
ペ
ー
ジ
新
設
さ
れ
た
補

助
制
度
参
照
)

二
農
地
の
砂
利
採
取
(
規
制

等
の
検
討
、
農
地
復
旧
後
の

耕
作
適
地
の
状
況
)

回
答市

で
の
規
制
は
困
難
で
す
の

で
、
各
地
域
で
の
総
意
で
自
主

的
に
規
制
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
農
地
復
旧
に

つ
い
て
は
、
砂
利
採
取
業
者
に

採
取
条
件
の
遵
守
に
つ
い
て
須

坂
建
設
事
務
所
と
と
も
に
対
応

い
た
し
ま
す

E

農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い

て
一
新
規
就
農
者
育
成
・
認
定

農
業
者
支
援
等
対
策

①
新
規
就
農
者
の
住
宅
と
作
業

所
の
確
保

回
答昨

年
8
月
か
ら
旧
保
育
園
を

活
用
し
、
相
之
島
、
井
上
地
区

に
作
業
所
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
日
滝
地
区
に
も
設
置
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
農
家
の

皆
様
ヘ
貸
し
て
も
良
い
作
業
所

等
の
情
報
提
供
と
、
果
樹
木
を

残
し
て
の
園
地
貸
し
出
し
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す

②
就
農
支
援
等
の
充
実
(
農
家

子
弟
等
の
就
農
支
援
金
の
要

件
緩
和
)

回
答農

家
子
弟
の
要
件
緩
和
に
つ

い
て
は
、
機
会
を
捉
え
市
長
会

を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。
国
の
青
年
就
労
給
付

金
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
は
市
独
自
の
制
度
が
利
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

農
林
課
に
相
談
く
だ
さ
い

③
新
規
就
農
者
、
認
定
農
業
者

等
へ
の
支
援
(
相
談
会
、
懇

談
会
等
の
開
催
)

回
答何

時
で
も
相
談
で
き
る
体
制

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話

や
直
接
市
窓
口
で
相
談
く
だ
さ

い
。
懇
談
に
は
随
時
応
じ
ま
す
。

農
業
委
員
も
地
域
の
相
談
役
と

し
て
引
き
続
き
尽
力
を
お
願
い

し
ま
す

二
農
業
生
産
法
人
の
支
援

(
設
立
、
育
成
)

回
答長

野
県
農
業
会
議
が
設
立
・

運
営
等
の
相
談
窓
口
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

市
単
独
の
支
援
に
係
る
補
助
金

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

三
認
定
農
業
者
、
農
業
者
年

金
、
家
族
経
営
協
定
制
度
の

一
体
的
な
周
知

回
答担

い
手
の
育
成
等
は
、
今
後

の
農
業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

で
す
。
農
業
委
員
会
で
周
知
願

う
と
共
に
、
市
も
機
会
を
捉
え

て
周
知
し
ま
す

四
農
業
者
の
家
庭
形
成
(
後

継
者
等
の
配
偶
者
対
策
)

回
答引

き
続
き
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
結
婚
相
談
事
業
委
託
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

等
の
情
報
提
供
も
広
報
で
周
知

し
ま
す
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平成28年度農作業標準労賃・機械作業標準料金

これを目安として労務関係の適正を期してくださL、。
1 農作業標準労賃

作 業 名
標準労賃 備 考

単位 ~ 額 (技術の優劣を考慮する)

稲 作 作業
田 植 作 業 1時間 860円 植付準備作業、消毒作業含む

般 作 業 " 760円

畑作 ・花き 般 作 業 " 760円

男
疋pムー・ 作 業 " 1， 580円 接木作業含む

袋 カミ lナ 作 業 " 760円

果樹作業 技 術 イ乍 業 " 1，510円 棚建て

見支 イ乍 業 " 760円
摘果(花)・房切り ・摘粒作業

収穫荷造作業を含む

酪 居註室釘E 搾 乳 作 業 " 1， 310円

き の
、，

般 作 業 " 750円」

2 機械作業標準料金

作 業 名
利 用 料金

備 考
単位 金 額

71< 田 来井 起 10 a 
A 7，600円 作業容易なところ、 15cm耕起標準

B 7，800円 作業容易でないところ

畑 耕 起 " 7，500円
磯混入畑、耕地の不整形、小面積及び

果樹園の場合は別に考慮する

7l< 田 代 カミ き " 9，000円 ガーデン作業の場合は 10%増し

田植作業 " 9，900円 植付のみ、標準は 2条植
機械作業

稲刈結束作業(パインダー) " 10， 500円 結束ヒモは別に加算する

脱穀作業(ハーベスタ ー) " 10， 500円 乾燥のよいもの

籾 自 動 乾 燥 機 1 kg 20円 乾燥のよいもの

S S 防 除 10 a 3，900円 1回、作業容易なところ

ごZ ン ノミ イ ン " 25，000円 4条メIjり、結束ヒモ代含む

草 刈 イ乍 業 " 3，900円 乗用草刈機による作業

※運転手付、燃料費も含む ※機械のみ借りた場合は、上記の 7割程度

3 その他機械利用標準料金等

バックホー (2t程度)

大型機械オベレーター労賃

薪割機

5，000円 |運搬料別 運転手付、燃料費も含む

1，500円 ISSの運転も対象

5，000円 |燃料費を含まない

機械作業の消費税は内税とする。

***************************************** 
賃借料情報

平成27年 1月から12月までに締結(公告)された市内の農地の賃 ・平均と比較して著しく高額または

借料 (10アール当たりの年額)等は、以下のとおりでした。 低額な賃借料は、特殊取引として

農 地 区 分 平 均 額

水稲 平坦地 6， 100円

(田) 中山間地 データなし

リン ゴ 11，700円

ブドウ 22，200円

樹園地 相伝 15，500円

梨 データなし

プルーン データなし

普 通 畑 6，600円

最 高 額 最低額

10，000円 2，000円

データなし データなし

20，000円 4，300円

35， 700円 7，000円

24，500円 4， 700円

データなし データなし

データなし データなし

10，500円 3，000円

データ数

21 

。
29 

49 

6 

2 

3 

23 

除外しました。

・金額は契約額のみで算出している

ため、濯水代等については勘案し

ていません。

・金額は算出結果を四捨五入し、

100円単位としました。

-データ数が公表すべき基準(5件)

未満の場合は、 「データなしJと

表示しました。

※この情報は目安ですので、貸手と

借手で十分な協議をして賃借料を

決めてください。

農業委員会総会の会議録は、 須坂市ホームページでご覧いただけます。(UR L http://www.city.suzaka.nagano.jp/kaigiroku/) 
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「 震業関連の補助制度 1 
農業関連の各種補助制度がありますので、お知らせします。記入しである事項の他に条件、予算などが

ありますので、詳細などは各機関の窓口へ問い合わせください。

1.須坂市が窓口の補助制度について【問合せ須坂市農林課 Cft026-248-9004)】

O平成28年度から、新設された補助制度について

【農地荒廃化防止事業補助金】

目 的:農地の荒廃化の防止を推進し、農業振興を図ること O

対象作物:麦、大豆、そば

対象者:認定農業者・認定新規就農者・集落営農組織を除く

対象要件:対象作物の農産物検査を実施し、対象作物を販売すること。

補助額 :I 対象作物 | 補助額

麦 I 1キログうム当たり 70円
大豆 I 1キログうム当たり 160円
そば I 1キログうム当たり 200円

O既存の補助制度について
事業名 対象者 補助額

ア 機械・器具の購入対象経費の50%、20万円を限度。
新規 就 農 者 認定新規就農者 イ 新規就農に必要なハウス、トレリス、果樹棚など

支 援 事 業 (家業の農家を継承する者を除く) の新設、修繕対象経費の50%(10アール当たり 20
万円、 50アールを限度)

遊休農地のうち 1年以上耕作していな
い農地を解消する者 10アール当たり 8万円まで、0

遊休農 地解 消 ※利用権設定または所有権移転を行う (対象経費:委託料、使用料、賃借料、種苗購入費、
対 策 事 業 こと 農薬購入費、資材費、燃料費及び土地改良に係る費

※農業上の適正な管理のもとに 3年以 用)
上耕作すること

認定農業者・
認定農業者

規模拡大した場合、 10アール当たり 2万円
認定新規就農者

認定新規就農者
耕作している農地に隣接している場合は10アール当た

支援事 業 り4万円

3人以上の農業者で次に掲げる事項を
実施する者
(1) 伝統野菜の復活及び栽培

新農 業 創 生 (2) 郷土食・伝統食の復活・普及 50%以内の額。ただし、単年度10万円を限度とし、補
活 動 事 業 (3) 農産物の加工 助金の対象期間は 3年以内とする。

(4) 地産地消
(5) 販路の拡大
(6) 体験型観光農業

市内に住所を有する55歳未満の者で下
記の研修を行う者

新規就農者研修
(1) 家業の農業の継承を目的として受 月2万円(最長 2年間)

ける農業研修で、研修時間が年間で ただし、青年就農給付金準備型を受給している者は月
給付金

おおむね1200時間以上 1万 5千円。
(2) 新規就農里親研修、農業大学校な

ど県が認める研修

狩 猟免許取得
狩猟免許受験者 狩猟免許受験手数料 100%補助

奨励事業

(1)人・農地プランに位置づけられた者 30%以内(融資を受けることが必須条件)
経営体育成支援事業 (2)農地中間管理機構から借り受けした 機械・棚などが対象。
(国の事業) 者(新規就農者の場合は認定新規就 ※平成28年度は締め切り O 追加募集があれば、お知ら

農者または認定農業者) せします。

担い手経営発展支援 複数経営の法人化、法人同士による新
1取組に対し、 40万円

事業(国の事業) たな法人の立ち上げを行った者

※その他 果樹共済掛金の20%を補助しています(申請は不要、北信農業共済組合へ市から交付)
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事業名 対象 対象作物 補助額

10アール当たりの補助額 そば・大豆 2万円

麦、大旦、そば
その他、数量に応じた支払があります。ただし、認定農

t田
業者・認定新規就農者・集落営農組織に限られます。

※ただし販売農家に限る
経営所得安定対策

10アール当たりの補助額(国の事業) 米、麦、大旦、そ
米 7，500円(一律10アールを差し号|いた面積が対象)

水田
ば、飼料作物、ア

アスパラガス 3万円 花き・サトイモ 2万円
締切 5月31日 スパラカ、、ス、花き、

麦 3万 5千円そば 4万円大豆 5万 5千円
サトイモ

※ただし販売農家に限る
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JA須高が窓口の補助制度について【問合せ JA須高 農業振興課 (ft026-245-0153)または各支所】

JAの補助事業は、正組合員であることなど要件があります。

事業名 対象 補助額

安定生産対策事業 有害鳥獣対策資材費 資材費の20% ただし、 10万円以上の場合に対象

アスパラガス生産力向上対策事業 アスノマラガス(ウエ jレカム〉 種苗費の50%(5アール以上)

アスパラガスハウス設置事業 アスノfラガス 資材費の50%以内(5アール以上)

花き振興品目導入事業 ライラック、シャクヤク 種苗費の20%以内(5アール以上)

ハウス設置事業 ハウス設置の資材費の20%以内

果樹生産維持対策事業
施設費の助成

果樹棚、リンゴの卜レリスなど設置の資材費の20%以内

長期販売施設設置事業 冷蔵庫の設置 10%以内(施工費、諸経費は対象外)

ブドウ安定生産対策事業 簡易雨よけ施設助成 資材費の50%以内

リンゴ、ブドウ、なし、も 10アール当たりの支援額

果樹農業好循環形成総合対策事業 も、さくらんぼなどに改植 経営支援対策 17万円

(国の事業) した場合(同一品種への改 未収益期間支援 22万円(5アール以上 5ヘクタール

植は基本的には補助対象外) 未満の場合に限る)

2. 

北信農業共済組合 (ft026-219-2891)】
補助額

電気柵、金網などの資材費の50%に相当する額を

2万円を上限に補助

3.北信農業共済組合が窓口の補助制度について【問合せ

事業名 | 対象者

共済加入者獣害対策助成

ス
ト
タ
ブ
濃
h
w
議
事
誠
/

全
国
で
、
毎
年
約
制
件
の
農

作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。そ

の
内
訳
は
、
①
農
業
機
械

作
業
に
係
る
事
故
約
白
%
、

②
農
業
用
施
設
作
業
に
係
る
事

故
約
3
%
、
③
そ
の
他
の
作

業
に
係
る
事
故
約
幻
%
で
す
。

ま
た
、
防
歳
以
上
の
高
齢
者
の

事
故
は
事
故
全
体
の
花
%
で
し

た。
農
業
機
械
作
業
の
事
故
で
は

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
が
一

番
多
く
、
農
業
用
施
設
作
業
に

係
る
事
故
で
は
高
所
か
ら
の
転

落
、
そ
の
他
の
作
業
に
係
る
事

置B農業者なら広く加入できます

D 積立方式・確定拠出型で安定した

年金財政です

D 保険料の国庫補助があります

一人ひとりの農業者を応援する

農業者年金・ 6つのポイント

故
で
は
熱
中
症
、
圃
場
・
道
路

か
ら
の
転
落
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。事

故
防
止
に
は
、
一
人
一
人

が
高
い
安
全
意
識
を
持
っ
て
作

業
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

農
業
機
械
の
管
理
・
利
用
は

適
切
に
行
い
安
全
な
農
作
業
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
体
調

の
変
化
に
注
意
し
な
が
ら
、
余

裕
を
も
っ
た
作
業
を
心
が
け
ま

l
u
よ
v

つ。

D 保険料は自由に選択できます

D 税制面で大きな優遇があります

El・80歳までの保証がついた終身年金です

問合せ

農業委員会事務局 (8026-248-9015)
JA須高信用共済部 (80 2 6 -2 4 5 -1 8 1 1 ) 
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昨
年
の
叩
月
か
ら
日
月
に
実

施
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結

果
、
今
年
度
の
遊
休
農
地
の
面

積
は
、
初
年
度
の
約

m凶
か
ら

約

m
Mに
減
少
し
ま
し
た
。

農
地
を
所
有
し
て
い
る
皆
様

の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
農
業
者
年
金
経
営
移

譲
年
金
受
給
者
、
相
続
税
、
贈

骨@骨唇

家 ~(Q)
族
経
営

調協
印定
式合
か同
り

Eコ
下7

須
高
地
域
の
家
族
経
営
協
定

合
同
調
印
式
・
交
流
会
が

3
月

3
日
に
須
坂
市
シ
ル
キ

l
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、

8
組
の
ご
家

族
が
協
定
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
、
須
坂
市
6
組
、
小

布
施
町
1
組
、
高
山
村
1
組
で

複
数
の
市
町
村
で
合
同
開
催
し

て
い
る
地
域
は
稀
だ
そ
う
で
す
。

合
同
調
印
式
は
、
平
成
8
年

度
か
ら
毎
年
3
月
の
「
ひ
な
祭

り
の
日
」
に
開
催
し
、
今
年
で

初
回
を
数
え
、
須
高
地
域
で
山

組
が
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

73 第

与
税
等
の
納
税
猶
予
対
象
者
の

農
地
は
後
継
者
、
相
続
人
等
に

よ
る
耕
作
が
必
要
で
す
。

貸
し
た
い
、
売
り
た
い
場
合

の
相
談
は
お
近
く
の
農
業
委
員

又
は
農
林
課

(
8
0
2
6
1
2

4
8
1
9
0
0
4
)

・
農
業
委

員
会
事
務
局

(
8
0
2
6
1
2

4
8
1
9
0
1
5
)
ま
で

経
営
方
針
や
役
割
な
ど
を
家

族
み
ん
な
で
共
有
す
る
こ
と
で

農
業
経
営
の
意
識
も
向
上
し
、

夢
の
あ
る
農
業
が
営
ま
れ
、
よ

り
円
満
で
明
る
く
健
康
な
家
庭

が
築
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

農
業
委
員
会

活
動
記
録
(
抜
粋
)

(
平
成
幻
年
4
月
i
平
成
お
年
3
月
)

4
/
M
l
汀
先
進
地
視
察
研
修

4

/
叩
農
振
協
議
会
現
地
調
査
・

審
議

5
/
8

市
民
農
業
大
学
校
園
芸
塾

入
学
式

5
/
m
l幻
長
野
県
日
市
農
業
委

員
会
協
議
会
通
常
総
会

5
/
お
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

A
E
 

5

/
却
農
地
に
係
る
相
続
税
等
学

習
会

7
/
2

長
野
県
女
性
農
業
委
員
の

会
総
会
・
研
修
会

7

/
団
長
野
県
女
性
農
業
委
員
の

会
長
野
支
部
総
会

7

/
却

T
P
P
に
関
す
る
国
会
決

議
の
実
現
を
求
め
る
長
野

県
民
集
会

8

/
凹
長
野
地
域
農
村
女
性
の
つ

タ
」
い

8

/
但
第
問
団
長
野
県
農
業
会
議

定
期
総
会

8
/
幻
北
信
五
市
農
業
委
員
研
修

A
E
 

9

/
叩
陸
砂
利
採
取
に
関
す
る
学

習
会
・
農
振
除
外
事
前
審

議
会

日
/
凶
建
議
書
市
長
提
出

叩
/
但

i
ぉ
姉
妹
都
市
農
産
物
直

売
(
三
浦
市
)

農
振
協
議
会
現
地
調
査
・

審
議

第
臼
団
長
野
県
農
業
委
員

大
会

n
U
/

n
u
 

-
-

/
Q
U
 

日
/

5

-
/
日

ロ
/
日

-
/
印

-
/
却

-
/
勾

1
/
m
u
 

2
/
9
 

2
/

ロ

2

/
四

2
/
m
 

3
/
3
 

3

/
汀

3
/
お

3
/
m
 

，F ''z
 

須
高
地
区
農
業
委
員
会
協

議
会
役
職
員
研
修
会

長
野
県
農
村
女
性
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

長
野
県
農
業
会
議
臨
時
総

会
A市

民
農
業
大
学
校
園
芸
塾

卒
業
式

農
業
委
員
会
活
動
活
性
化

セ
ミ
ナ
ー

建
議
書
回
答
①

農
地
の
譲
渡
所
得
税
研
修

A
E
 

遊
休
農
地
活
用
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

長
野
県
女
性
農
業
委
員
の

会
研
修
会

須
高
地
区
農
業
委
員
会
協

議
会
総
会
・
全
員
研
修
会

建
議
書
回
答
②

須
高
地
域
家
族
経
営
協
定

合
同
調
印
式

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
定
数
等
要

望
書
市
長
提
出

第
問
団
長
野
県
農
業
会
議

定
期
総
会

標
準
労
賃
等
協
定
会
議

農
振
除
外
事
前
審
議
会

定
例
総
会
・
協
議
会
(
毎
月
末
開

催
)
、
農
業
振
興
対
策
部
会

2
回
、
農

地
対
策
部
会

6
回
、
後
継
者
対
策
部

会
2
回
、
情
報
・
研
修
委
員
会

8
回、

建
議
書
策
定
検
討
委
員
会

2
回
、
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
定
数
検
討
会
3
回
の
開
催

企
長
国
農
第
新
聞
の
購
読
を

購
読
の
ご
案
内

全
国
農
業
新
聞
は
経
営

と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業

総
合
専
門
紙
で
す
。

み
な
さ
ん
の
購
読
の
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

(月

4
回
金
曜
日
発
行

B
3
版

叩

j
日
頁
建

購
読
料
・
・
月
別
円
[
送
料
、

税
込
み
]
)

(
購
読
希
望
者
は
、
農
業

委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
)

も
も
弘
、
色
事
陀
章
、

ιzt-ht章、
佐
草
色
事
免
章
、
忠
也
、
位
協
、
ふ

了
、

編

集

後

記

t
M

改
正
農
業
委
員
会
法
が

4
月

1
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
制

度
に
よ
る
円
滑
な
業
務
推
進
が

望
ま
れ
ま
す
。
本
号
で
は
、
こ

れ
に
対
す
る
要
望
、
ま
た
先
の

農
業
施
策
に
関
す
る
回
答
を
中

心
に

4
月
か
ら
改
定
、
改
正
、

新
設
さ
れ
た
事
業
等
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
是
非
、
ご
一
読

頂
き
農
業
振
興
に
役
立
て
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

本
年
も
災
害
の
無
い
一
年
と
な

る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

情
報
・
研
修
委
員
会
(
編
集
委
員
)

委

員

長

坂

田

雅

幸

委

員

田

中

郁

男
春

原

忠

夫

中

津

秀

樹

神

林

利

彦

11 11 11 

ft 026-248-9015 s-nougyoiinkai@city. suzaka. nagano. jp メールアドレス
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